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アイデア賞　受賞
氏名（団体名） 

山本千裕（NPO 法人日本環境監視協会） 

住所 宗像市自由ヶ丘 7丁目 4-16 

〒811-4163 

連絡先 

電話 090-6778-6812 mail:wolfram74@jcom.home.ne.jp 

技術名 

泥干潟域におけるカキ礁造成 

目的（背景） 

カキ礁とは干潟域に形成される大規模なカキの群落で、有明海ではマガキ、シカメガキ、スミノエ

ガキなどで構成される。カキ礁の機能については様々な研究がなされており、水質浄化、有害プラン

クトンの除去、生物の棲み処の提供、魚礁効果、魚介類への餌の提供などがあげられ水産業にとって

も有用な生物群落とされる。有明海では古くから広大なカキ礁が存在していたが、ノリ養殖が盛んに

なるとノリ養殖の邪魔になるという理由で昭和 40 年代に大規模なカキ礁の除去工事が実施された。 

その後も埋め立てやナルトビエイによる食害などによってカキ礁は減少を続け現在は最盛期の約

3割にまで減少したといわれている。カキ礁が消滅した多くの干潟はカキが定着し難い泥干潟となっ

ているため自然発生的にはカキ礁は復活しづらくなってる。 

本提案は、有明海の生物生産向上のためカキ礁を復活させることを目的とした提案である。 

技術提案の概要 

１．泥干潟でカキ礁を作る手段として、針金などの細い形状をした付着基質を干潟に垂直に植えて

カキの幼生を付着させる。

２．そのままカキを成長させるとやがてカキの重さで付着基質は倒れるが泥干潟であっても付着

基質が支えとなって干潟上で成長を続けることができる。 

３．その後、最初のカキが付着基質となり新しいカキが成長しカキ礁となる。 

 本提案は平成 15 年にナルトビエイのアサリ食害防止対策のため泥干潟に多数の園芸用の鉄線が植

えられた区域において、鉄線にカキが付着して 6 年後の平成 21 年には一部でカキ礁を形成し始めて

いることが観察されたことからヒントを得たものである。 

期待できる成果、特徴 

カキ礁の復活による生物生産に対する好影響。

特許等 

３

技術提案ワークショップ　応募技術表彰

※関連資料（１１ページから１４ページに掲載）




